
新宿NPO協働推進センター 広報誌 

NPO POP NEWS 略して『Npop’n』！  

新宿NPO協働推進センターから、社会貢献活動に関連したポップな話題をお伝えします！ 
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えぬぽっぷん  

 人生のある時点で立ち止まらざるを得なくなった人たちが、万が一の事態からどのように再チャレンジ、リ

カバリーしていくのか…。今号では9月16日に行なわれたシンポジウム「再チャレンジできる社会をつくるに

は」の内容を紹介します。 

山下氏（新宿NPOネッ
トワーク協議会） 

◆事例紹介（１） 

 清園 薫生氏（NPO法人再チャレンジ東京 事業再生研究会 会長代理） 

 再チャレンジ東京では中小企業の再建にも力を入れており、今回、再建事例を

2件紹介いたします。 

 1件目は印刷会社の再建の事例で、この会社では銀行への支払いが滞っており、

破産寸前でした。このため銀行は競売を行い、残債をサービサー※１に譲渡しま

した。一方、印刷会社は新会社を設立し、事業を譲渡。新会社がサービサーから

債権を買い取ることにより、事業の継続を図ることができました。 

 2件目は医療機器メーカーの再建の事例で、この会社は翌日にも破産手続きを

する予定でしたが、再チャレンジ東京では、多くのがん患者を救済する機器を製

造している会社でもあり、破産させるよりも再建させた方がよいと考え、「民事

再生※２ 」による再建を成功させました。 

 

※１ サービサー：“サービサー法”に基づき債権の回収を行う業者のこと。金融機関などから

債権を買い取ったり委託を受けたりして、回収を代行する 

※２ 民事再生：経営に行き詰まった企業を倒産させず、現経営者の主導の下、会社債権者等

の利害関係者の同意を得て、事業の再建を図ること 

清園氏（再チャレンジ

東京） 

◆問題提起「再チャレンジできる社会を創るには」 
 山下 馨氏（一般社団法人新宿NPOネットワーク協議会 会長） 

 現代は『再チャレンジ』する状況に誰でも直面する可能性があります。例えば、

病気やけがによって障害のある体になってしまう、会社が破産して収入が無く

なってしまう等、望ましい人生からの脱線を余儀なくされる場合があります。背

景には、長寿命化や核家族化により、リスクに直面する事態や家族に頼れない状

況が拡大してきていることが考えられます。また、法律や制度にも限界がありま

す。大きな社会変化により個人の対処能力を超えたリスクが増大している今、こ

のような苦境からどうリカバリーし、復帰、再チャレンジをするのかが大きな課

題です。再チャレンジのために、個人の力の及ぶことは何なのか、社会として応

援できることは何なのか、今日のシンポジウムを通じて皆さんと一緒に考えてい

きたいと思います。 
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◆パネルディスカッション 
高祖氏（ファザーリ

ング・ジャパン） 

◆事例紹介（2） 

 新谷 友良氏（認定NPO法人東京都中途失聴・難聴者協会 理事長） 

◆事例紹介（3） 

 高祖 常子氏（NPO法人ファザーリング・ジャパン 理事） 

新谷氏（東京都中途

失聴・難聴者協会） 

新宿NPO協働推進センターをご利用ください。 

  「利用料金が安くて使いやすい！」  

  当センターにはいろいろな会議室があります。例えば「501会議室」

は定員が72名で多数の方の入室が可能です。利用料金は午前（9:00～

12:00）の場合、1,300円です。音響設備や天井付けプロジェクター

が装備されており、講座やイベントを行うのに最適です。 

※登録団体は半額の料金で利用することができます。 

※利用方法など詳細に関しては、当センター（03-5386-1315） 

 までお問い合わせ下さい。 

※会議室の利用には①社会貢献性 ②非営利性が求められます。 

 501会議室（定員72名） 

（部屋のレイアウトが自由に 
 変更できます） 

パネルディスカッショ

ンの様子 

 聴覚障害の有無は見た目では判別が難しいものです。聴覚障害を持った人は障害
者の中で最も多く、全国で1600万人もいると言われています。 
 聴覚障害者の多くは補聴器等の補助器具の使用によって全く聞こえない状態では
なくなりますが、一方、聞こえにくくて困ることとして、家族や友人との会話に加
われない、電話が使えない、音楽が楽しめない、玄関のチャイムが聞こえない等、
日常生活において支障が生じることもあります。 
 聴覚障害は加齢により、誰にでも起こりうる障害です。しかし、障害を持ってい
るか判別が難しく、誤解されることが多いため、「耳マーク運動」を行っています。
耳マークとは耳が不自由な方が、自分の耳が不自由であることを自己表現できるよ
う考えられたマークです。耳マークを持った人とお話しされる際は、「はっきりと
口元を見せてゆっくり話す」ことや「筆談」等の配慮をお願いします。  

 「マザーリングプロジェクト」はファザーリング・ジャパンの中で唯一、母親支援
を行っている事業です。子育ても家族も大事にしながら女性として輝きたいという
ママたちの気持ちに寄り添うことを大切にしています。具体的な活動として、ママ
の復職・転職に向けたセミナーや、ママが日直となって自分の夢や毎日の過ごし方
等を他のママ達に共有する「ロールモデルカフェ」を全国50か所で開催しています。 
   一方、ママの復職等で共働きの世帯が増えている今、子育てを安心して行うため
には、職場環境や在宅勤務等の働き方についても考える必要があります。このため、 
ファザーリング・ジャパンでは「イクボス」（ワ－クライフバランスの理解ある管
理職）を増やし、社会全体で子育て出来る環境づくりを目指しています。それこそ
が誰もが再チャレンジできる世の中になることにも繋がると考えています。 

耳マーク 

・10年位前は子育てに協力しているパパはまだ少ない状態でしたが、今は意識も変
化し、育児を一緒に行うパパが増えてきています。しかし、育休については取得が
伸びていない状態です。上司が育休を認めることで、若いパパも仕事にやる気を出
す。そのような「イクボス」を応援しています。（高祖氏） 
・聴覚を失なった人への対応として①医療機関としては治療するだけではなく社会
復帰できるよう相談ができるシステムを作り上げること。②就業している人に対し
ては、会社はその人を活かした働き場所を与えること。このようにして聴覚障害者
が自立できる社会を構築することが必要であると思います。（新谷氏） 
・実務経験者である年長者等から過去の話や経験あることを聞く若い世代の人がほ
とんどいません。年長者とのコミュニケーションを通して、自分が体験していない
ことを学ぶことができます。また、総てを受け入れるのではなく、自分にとって、
ためになることを取捨選択することもできます。このように、経験者の意見を聴く
ことは、これから必要なのではないかと思います。（清園氏） 
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イベント情報は各団体のＨＰ等より入手して掲載しております。お問合せは各団体にお願いいたします。 

新宿区民活動支援サイト“キラミラネット”をご利用ください 

 新宿区を拠点に行われている地域活動や社会貢献活動、

趣味、サークル活動など、身近な地域活動の情報を一堂に

集め、発信するWEBサイトです。現在、WEB会員を募集してい

ます。（登録料は無料です） 

URL：http://shinjuku.genki365.net/ 

問合せ：新宿区地域振興部地域コミュニティ課 

【電話】 03-5273-3872 

【FAX】 03-3209-7455 

＜イベント情報掲載募集＞ 

◆対象期間：2017年12月1日（金）～12月31日（日） 

◆募集締切：2017年11月3日（金） 

◆対象団体：当センター登録団体、一般利用団体 

◆掲載件数：最大7件（1団体1件まで掲載できます。応

募が多い場合は、当センターまたは新宿区内のイベン

ト・登録団体のイベントを優先させていただきます。）  

◆申込方法：タイトル、日時、場所、参加費、問合せ先

を、新宿NPO協働推進センターまで、FAX又はメールに

てご連絡ください。 

✤当センター利用団体を紹介します✤ 
《 NPO法人高卒支援会 》 

2017年11月 9日（木）18時45分～20時45分 当センターで行われる「市民とNPOの交流
サロン」にご登壇いただきます。関心のある方は是非ご参加ください。 

  問合せ：新宿NPOネットワーク協議会 
【電 話】03-5206-6527  
【MAIL】hiroba@s-nponet.net 

場 所：当センター4階 401会議室 
語り手：NPO法人高卒支援会 
参加費：1,000円 

 日本では17万人以上が不登校となり、特に高校不登校生は高校中退となるケースが多く、6万人
が高校中退となっています。彼らをそのまま放っておくと、引きこもりになる例が少なくありませ
ん。NPO法人高卒支援会では、中学不登校者や高校中途退学者でも進学できる都立高への進学、高
校中退前の都立高の補欠募集制度を活用しての転学・編入学、高卒認定試験などに対して学習指導
を行い、学び直しを支援し、引きこもりの未然防止に努めています。 

  建築ネットワークセンター 

  2017年度 マンション連続講座 6回目 
  「マンションコミュニティ交流会」 

日時：2017年11月18日（土） 13:30～16:00 

場所：NPO建築ネットワークセンター事務所  

参加費：1回1,000円 

問合せ：建築ネットワークセンター 

【電話】 03-5387-0608   

【FAX】 03-5386-1065 

【MAIL】 kenchiku@d2.dion.ne.jp 

新宿区ウオーキング協会 

 「しんじゅくシティウォーク2017」 

日時：2017年11月11日（土）  出発10:00 

集合：新宿中央公園 芝生広場 (大江戸線都庁前駅） 

コース：12km、8km、4km 

定員：300名、先着順  参加費：無料 

対象：区内在住、在勤、在学、小学生以下は保護者同伴 

主催：新宿区  受託：新宿区ウオーキング協会 

申込：10月2日～11月2日 新宿区健康づくり課 

【電話】 03-5273-3047 【FAX】 03-5273-3930 

    みんなで楽しく 
秋のしんじゅくを歩こう！ 

新宿NPOネットワーク協議会 

「小滝橋ひろば～パステルアート」 

日時：2017年11月13日、27日（月） 14:00～16:00 

場所：新宿NPO協働推進センター 401会議室B 

    （新宿区高田馬場4-36-12）  

参加費+材料費：1,000円 開催日の前日までに要予約 

定員：16名 

問合せ：新宿NPOネットワーク協議会 

【電話】 03-5206-6527 

【MAIL】 hiroba@s-nponet.net 

自立生活サポートセンター・もやい 

 「もやいセミナー」      

日時：2017年１１月5日(日) 13：00～2時間程度 

                      2４日(金) 19：00～2時間程度 

場所：自立生活サポートセンター・もやい 

    （新宿区山吹町362みどりビル２F） 

参加費：無料 (セミナー後活動費のカンパの依頼) 

問合せ：自立生活サポートセンター・もやい 

【電話】 03-6265-0137 【FAX】 03-6265-0307 



4 

★参加希望の方は、電話、FAX、メールにて、センターへご連絡下さい。（下記問合せ先） 
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新宿NPO 
協働推進センター 

★参加希望の方は、電話、FAX、メールにて、センターへご連絡下さい。（下記問合せ先） 

 【マーケティング講座】  

～受益者・社会のニーズに応えるために～ 

【日 時】11月7日（火） 18:45～20:45 

【内 容】社会貢献活動であっても、地域や社会の 

 ニーズを正しく把握してサービスの規模などを決定 

 するマーケティングのアプローチが必要です。 

 NPO活動に的を絞った考え方について学びます。 

【講 師】小谷 恵子氏（株式会社ﾜｰｸｼﾌﾄ研究所 

 認定講師、東京女子大学非常勤講師） 

【会 場】当センター 501会議室 

【参加費】1,000円 

    

  【初めての手話講座】 

～手話の仕組みを学んで、体験しよう!!～ 

【日 時】11月29日（水）18:45～20:45 

【内 容】手話って何？ どんなルールがあるの？ 国に 

 よって違うの？ 手話の仕組みを学び、挨拶や簡単な 

 会話を体験し、聴覚障害者への理解を深めましょう。 

【講 師】秋山 郁子氏 （新宿区聴覚障害者協会） 

 ※ 新宿区手話サークルの方にサポートしていただき 

   ます。 

【会 場】当センター 501会議室 

【参加費】1,000円     

 

   【ソーシャルビジネス実践講座】  

～社会貢献活動を持続的に進めるために～ 

【日 時】11月16日（木） 18:45～20:45 

【内 容】NPO法人等が持続的な社会貢献活動を 

 する上で、ビジネスの手法を取り入れて活動する 

 ソーシャルビジネスが注目されています。この講座 

 では手法と実践的な知識を学びます。 

【講 師】松下 圭氏（日本政策金融公庫 新宿支店 

 国民生活事業 融資第二課長） 

【会 場】当センター 501会議室 

【参加費】1,000円 

    

k   【プロボノ×NPOの交流会】 
【日 時】11月25日（土）13:30～16:30 

【プログラム】 

 ◆基調講演「プロボノとは」 

 曽根 泰夫氏（COACH/HRD人事ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 

 ◆プロボノ団体活動紹介 

 岡本 祥公子氏（認定NPO法人ｻｰﾋﾞｽｸﾞﾗﾝﾄ） 

 田中 拓歩氏（NPO法人NPOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援機構） 

 鈴木 むつみ氏（NPO法人二枚目の名刺） 

 ◆パネルディスカッション ◆交流会 

【会 場】当センター 501会議室 

【参加費】500円     

 


